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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都ウエストクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　田　惠　三
· 長年のワイズの友達DBCについて
STUDYの初回はDBCです。
 　そもそもDBCとは何でしょうか。それはDomestic Brother Club と呼ぶ国内兄弟クラブのことで、私たち京都ウエストクラブには、単独クラブの東京ひがしクラブと西連合Hexagon DBC（Hexagonとは六角形のこと）というグループに所属する５クラブとＤＢＣ締結をしています。
　　DBCとしてのこれまでの楽しい交流によって、京都ウエストが持っていない良さに気づかされ、京都ウエストの成長に役立つ貴重な恩恵を与えてくれました。それはクラブのみならず、参加メンバーの一人ひとりがワイズ活動の醍醐味を味わうことができたのです。DBC交流未経験のメンバーには、機会をとらえて積極的な参加を勧めるものです。
それでは今月まもなく交流の機会を持つ東京ひがしクラブから順次紹介してまいりましょう。

1 東京ひがしクラブ（東日本区関東東部）
１９９２～９３年度第３８代日本区理事を務めた私が、その一年前の次期理事の時に第３９代理事期の区書記予定者である鈴木健次ワイズとの出会いからの縁がつながったのです。このクラブはウエスト誕生から８年後に創立された若さ溢れる活発なクラブで親しめる仲間となり、東山荘一泊例会も含んだ３回の交流会を経た後、１９９７年６月７日名古屋芸術文化センターで開催されたワイズ創立７５周年の節目であり、東西日本区分離を目前にした最後の第５０回日本区大会においてDBC締結式を挙行しました。

東京ひがしクラブの代表的奉仕活動は、毎年３月１０日に江東区内７か所の東京大空襲慰霊碑をめぐるピースウオーク活動です。３０回の節目の本年には東陽町センターにて記念コンサートを開かれます。（２０回の時には私も参加しています）
もう一つは東京ひがしクラブが参加されている３年ごとに行われる富岡八幡宮例祭である深川水かけ祭りにもウエストが招待され、今では鉢巻きと白足袋の法被姿で神輿を担ぐ両クラブの交流一大イベントとなっています。今年も８月１６日にはウエストから８名のメンバーが参加しますが、きっと沿道から浴びせられる大量の水にもめげず楽しく頑張ってくることでしょう。


西連合Hexagon DBC
DBCの走りを思うと、大阪西クラブの誕生後神戸西・京都ウエスト、一時は札幌西
　　と東京西も交えて日本区大会終了後の昼食会として懇親会を開催したのがそのはじめなのです。１９９５年１月17日阪神・淡路大震災発生時には京都ウエスト・大阪西からお見舞いと支援金を贈呈。2004年から始まった「西連合三田木器窯　Spring Festa」での交流は２０１７年までの長い継続行事となりました。
　　　2009年6月13日に熊本で開催された第12回西日本区大会において熊本西クラブを迎え入れた神戸西・東京西・京都ウエスト・大阪西の５クラブによるPentagon  DBCが誕生しました。その後広島西が加入しHexagon DBCとなったのでしたが、３年ばかりで広島西が脱落してしまいました。
　　　２０１１年３月１１日には東日本大震災が勃発し、PentagonnDBCとしても幾たびかの被災地訪問のほか、仙台YMCAとの協議を重ねつつ幾多の支援にかかわりました。仙台YMCA とワイズ４クラブへの支援金贈呈・被災幼稚園児２名への３年間の奨学金支援・被災児童を励ますサッカー大会開催支援・石巻市の名振地区と荻の浜地区に被災者追悼の記念碑「津波の教え」の建立資金支援など　

